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  履修登録単位数制限の計算方法（大学・短期大学部共通）  

履修登録単位数制限：学期ごとに２６単位・年間５０単位  

・ 前学期開講科目は前学期の登録単位数としてカウントし、年間の単位数としてもカウントする。  

・ 後学期開講科目は後学期の登録単位数としてカウントし、年間の単位数としてもカウントする。  

・ １年間開講する科目（特別講義など通年科目）は、単位数を２分し、各学期の登録単位数としてカウントし、  

年間の単位数としてもカウントする。 

・ 集中開講科目（時間割外科目）は、年間の単位数としてカウントする。  

【計算例】  

前学期科目 ２４単位を登録…Ａ   前学期 ： Ａ＋Ｃ／２＝２５単位  

後学期科目 ２２単位を登録…Ｂ   後学期 ： Ｂ＋Ｃ／２＝２３単位  

通 年 科目  ２単位を登録…Ｃ   年  間 ： （Ａ＋Ｃ／２）＋（Ｂ＋Ｃ／２）＋Ｄ＝５０単位  

集 中 科目  ２単位を登録…Ｄ  

※ この場合、各学期とも２６単位を超えず、年間も５０単位を超えていないので履修が認められる。  

  

  有料科目の納金方法（大学・短期大学部共通）  

再履修した場合は、１科目あたり 2,000 円の再履修料が必要となる。再履修料の納金方法や納金期間につい

ては、前学期については６月に、後学期については１２月にそれぞれ設けるので学生ポータルサイトまたは掲示

板を確認すること。 

※注意事項  

・ 再履修とは一度履修した授業科目のうち、不合格（不可または未評価）になった授業科目を再度履修すること 

をいう（他学科・他学部聴講した科目を再度履修する場合も同様）。  

・ 履修登録する科目が再履修科目であるか学生ポータルサイトの成績台帳で確認すること。  

・ 履修確定表には有料科目を表示する。 

・ 在学中に納金額の不足が発覚した場合は、その時点で納金することを義務づける。  

・ 一度登録した再履修科目の削除は行えない。  

 
 

３ 履修登録を行うにあたり特に注意を要する授業科目 
 

（1） 必修英語科目 

この科目は、所属学部によってクラス分けの方法が異なる。履修については学科ガイダンス等を通じて説明

するので確認すること。農学部と地域環境科学部で再履修する学生は、再履修クラス（Ｓクラス）を履修するこ

と。 

※ 全学共通科目の英語科目は、他学科・他学部履修を認めない。 

※ 原則としてクラス変更は認めない。 

 

（2） スポーツ・レクリエーション（一）・（二） 

この科目は履修人数に定員を定めている。次の日程でクラス分けをするので、履修希望者は必ず出席するこ

と。 

【世田谷キャンパス】： 第１回目の授業（桜丘アリーナ集合、上履き持参） 

【厚  木キャンパス】： ４月２２日(金) （体育館集合、上履き持参） 

なお、定員を大幅に上回った場合は、人数調整を行う。授業担当者から履修を認められた者のみ履修登録 

できる。 

※ 履修する場合は、所属学科の授業のみ履修することができる。この場合も必ず第一回目の授業に出席 

し、授業担当者へ申し出ること。ただし、２年次以上の学生はどの学科のクラスでも履修することがで

きる。 

 
（3） 卒業論文 

   卒業論文は、履修登録を行ったうえで、６月３０日（木）までに「題目届」を提出すること。いずれかの手続きに

不備があった場合には単位を修得できない。「題目届」は、５月中旬に配付する。 

 




